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子核反応に対しても， その励起函数の説明に関しては， よく適合している口 ただし， 競争過程を一十分に
考慮に入れることが必要であり，クーロン障壁が色々な理由から減小するものであることを勘定に入れる
ことが必要である。さらに大切ことは，複合核のエネルギ-r~{l位密度を従来採用されている値より，相当
小さく見積ることが，不可避である。またある場合には励起エネルギーを実際より低くとる万が定量的一
致がよくなる場合があるが，これは複合核模型を部分的に改良するのがよいことを示している。
この重イオン反応の理論的分析は，初期には，先輩菊池健君その他の研究者との共同論文であるが，後
期には独力で、研究を行っている。広く文献を渉りょうし，また直接の交信によって最新のデータを獲得し，
それらをよく消化してまとめている。複合核理論の適用分野を一歩拡大したものであり，この理論の限界
点を明らかにし，その改良の万向や，他の反応機構についても I暗示を与えている。これらの点を考慮して，
中島君は博士号を与えられる十分な資格があるものとみなされる。
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